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先
進
地
視
察
報
告

　

５
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
、
大

阪
市
の
「
待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」
と
、
大
阪
府

大
阪
狭
山
市
の
「
子
ど
も
窓
口
一

元
化
に
つ
い
て
」
行
政
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　

大
阪
市
は
、
府
の
中
央
に
位
置

し
、
面
積
222
．
３
㎢
、
人
口
約

253
万
人
で
す
。

　

待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
大
阪
市
で
は
、
待
機

児
童
の
解
消
が
長
年
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
主
に
民
間

保
育
所
の
新
設
で
入
所
枠
の
拡
大

を
図
り
、
待
機
児
童
数
も
年
々
減

少
し
て
き
ま
し
た
が
、
依
然
と
し

て
国
内
他
都
市
と
比
較
し
て
も
多

く
、
平
成
18
年
４
月
で
待
機
児
童

数
846
人
に
な
り
ま
し
た
。
市
で
は

同
年
、
企
画
担
当
、
保
健
福
祉
、

教
育
委
員
会
の
各
部
局
横
断
的
な

「
待
機
児
童
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
設
置
し
、
様
々
な
角
度
か

ら
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、

保
育
所
入
所
の
必
要
児
童
数
を
推

計
し
、
入
所
枠
の
拡
大
に
新
た
な

方
策
と
し
て
、
公
有
財
産
を
保
育

所
に
優
先
的
に
活
用
、
民
間
保
育

所
の
整
備
手
法
や
、
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
少
人
数
の
家
庭
的
環
境
の
も

と
で
行
う
「
保
育
マ
マ
」
制
度
を

創
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
駅
前
の

賃
貸
ビ
ル
等
を
活
用
し
、
低
年
齢

児
の
保
育
分
園
制
度
に
補
助
の
拡

充
な
ど
、
多
面
的
・
総
合
的
に
待

機
児
童
解
消
対
策
を
推
進
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
平
成
22
年
４
月
１
日

で
入
所
枠
を
確
保
し
た
結
果
、
保

護
者
が
就
労
中
の
入
所
要
件
の
高

い
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
に
な
り
、
大

阪
市
の
女
性
が
働
き
続
け
能
力
を

活
か
す
社
会
の
実
現
に
向
け
、
官

民
一
体
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
策
が
功

を
奏
し
ま
し
た
。

　

大
阪
狭
山
市
は
、
府
の
南
部
に

位
置
し
、
面
積
11
．
86
㎢
、
人
口

約
５
万
８
千
人
で
す
。

　

子
ど
も
窓
口
一
元
化
に
つ
い

て
、市
で
は
小
学
校
７
校
に
対
し
、

公
立
幼
稚
園
を
10
園
設
置
、
子
育

て
や
教
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
少
子
化
に
伴
い

園
児
数
が
激
減
し
、
集
団
保
育
に

影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。一
方
、

女
性
の
就
労
機
会
の
増
加
等
に
伴

い
、
保
育
所
へ
の
ニ
ー
ズ
は
年
々

高
ま
り
、
入
所
を
待
つ
待
機
児
童

が
急
増
し
ま
し
た
。
平
成
16
年
４

月
、
子
育
て
支
援
室
を
市
長
部
局

の
保
健
福
祉
部
内
に
設
置
し
、
幼

稚
園
と
保
育
所
の
一
体
的
運
営
を

計
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
市

立
第
三
幼
稚
園
の
空
教
室
を
第
二

保
育
室
に
転
用
し
、
構
造
改
革
特

区
制
度
を
活
用
、
幼
保
一
元
化
の

運
営
に
入
り
、
幼
稚
園
児
と
保
育

所
児
の
合
同
活
動
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。ま
た
、民
営
化
に
あ
た
っ

て
は
、
職
員
人
事
交
流
等
説
明
会

を
実
施
し
、
保
護
者
の
要
望
に
も

応
え
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
、
高

知
県
四
万
十
市
の
株
式
会
社
大
宮

産
業
の
「
店
舗
を
核
と
し
た
地
域

活
性
化
に
つ
い
て
」
及
び
愛
媛
県

今
治
市
の
「
食
と
農
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
行
政
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
四
万
十
市
西
土
佐
大
宮

地
区
は
、
四
万
十
市
中
心
か
ら
50

㎞
、
西
土
佐
中
心
か
ら
18
㎞
で
交

通
基
盤
も
悪
く
、
道
路
整
備
も
良

い
と
は
言
え
な
い
位
置
に
あ
り
、

人
口
約
300
人
、
150
世
帯
で
高
齢
化

46
％
の
山
間
集
落
で
す
。
大
宮
小

学
校
生
徒
数
は
８
名
で
す
。
平
成

18
年
５
月
に
、
大
宮
地
域
の
生
活

の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
Ｊ
Ａ
大
宮

出
張
所
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
出
張
所
は
、
地
域
で

の
唯
一
の
日
用
品
や
燃
料
の
販
売

所
で
あ
っ
た
た
め
、
車
を
持
た
な

い
お
年
寄
り
な
ど
に
と
っ
て
は
、

深
刻
な
問
題
で
あ
り
ま
し
た
。
車

の
ガ
ソ
リ
ン
や
農
機
具
の
軽
油
な

ど
15
㎞
程
離
れ
た
給
油
所
ま
で
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
か

ら
、
住
民
の
手
で
継
続
さ
せ
よ
う

と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
平
成
18

年
５
月
に
地
域
住
民
108
人
が
株
主

と
な
り
、
700
万
円
を
出
資
し
、
株

式
会
社
大
宮
産
業
を
設
立
。
県
よ

り
支
援
事
業
の
補
助
を
受
け
、
Ｊ

Ａ
よ
り
施
設
を
購
入
。
出
張
所
の

事
業
を
引
き
継
い
で
運
営
す
る
こ

と
に
な
り
、
役
員
は
全
員
農
業
者

で
す
。
現
在
、
年
間
の
売
り
上
げ

額
は
、
米
、
燃
料
な
ど
７
千
500
万

円
で
す
。

　

今
治
市
の
「
食
と
農
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
、
昭
和
55
年
に
今

治
市
と
隣
接
す
る
２
町
の
有
機
農
業

者
が
、
今
治
市
の
自
校
単
独
式
学
校

給
食
へ
の
移
行
に
伴
い
、
地
域
の
子

供
達
に
地
域
の
安
全
で
安
心
な
も
の

を
食
べ
さ
せ
た
い
、
有
機
農
業
を
通

じ
て
地
域
環
境
を
守
り
た
い
と
い
う

目
的
の
も
と
、
学
校
給
食
へ
の
有
機

農
産
物
を
提
供
す
る
市
民
の
取
り
組

み
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
市

で
は
、
単
独
自
校
調
理
方
式
導
入

を
決
め
、
現
在
は
24
校
の
調
理
場

で
約
１
万
５
千
300
食
の
供
給
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
58
年
よ
り

学
校
給
食
は
子
供
た
ち
に
安
全
で

美
味
し
い
も
の
を
食
べ
さ
せ
た
い

と
の
目
的
か
ら
、
学
校
給
食
の
食

材
は
今
治
産
と
し
、
今
治
産
が
な

け
れ
ば
近
隣
ま
た
は
、
県
内
産
と

地
元
に
近
い
所
か
ら
調
達
す
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遺

伝
子
組
み
換
え
と
わ
か
る
食
材
の

使
用
は
さ
け
て
い
ま
す
。
今
回
の

研
修
に
お
い
て
は
、
南
相
馬
市
で

も
地
元
農
産
物
の
学
校
給
食
へ
の

供
給
、
単
独
自
校
調
理
方
式
の
在

り
方
、
ま
た
大
宮
地
域
住
民
の
、

自
分
達
の
地
域
づ
く
り
な
ど
、
大

い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
先
進
地
行
政
視
察
報
告

建
設
経
済
常
任
委
員
会
先
進
地
行
政
視
察
報
告

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
先
進
地
行
政
視
察

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
先
進
地
行
政
視
察

高知県四万十市

大阪府大阪市
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問
責
決
議

提
案
理
由
の
要
旨

　

南
相
馬
市
は
、
市
長
就
任
後

５
ヶ
月
が
経
過
し
た
が
、
公
約
実

現
の
方
向
性
や
市
の
あ
る
べ
き
将

来
像
が
示
さ
れ
ず
市
民
や
議
会
軽

視
の
市
政
執
行
と
な
っ
て
い
る
。

３
月
に
骨
格
予
算
を
組
み
公
約
実

現
に
向
け
、
事
業
仕
分
け
を
行
い
、

６
月
議
会
に
政
策
予
算
を
計
上
す

る
と
し
て
い
た
が
、
単
に
事
業
の

執
行
や
発
注
を
遅
ら
せ
た
だ
け
で
、

景
気
対
策
や
事
業
効
果
を
高
め
る

観
点
か
ら
も
問
題
が
残
っ
た
。「
４

年
間
で
市
債
の
100
億
円
削
減
」、「
経

常
収
支
比
率
85
％
」
は
、
今
議
会

で
「
10
年
間
の
中
長
期
財
政
計
画
」

に
修
正
さ
れ
、
実
現
不
可
能
で
あ

り
、
公
約
に
財
源
的
な
裏
付
け
が

な
か
っ
た
こ
と
も
露
呈
し
た
。
事

業
仕
分
け
に
お
い
て
行
政
の
ム
リ
・

ム
ラ
・
ム
ダ
を
省
い
て
予
算
を
削

減
す
る
と
あ
っ
た
が
、
仕
分
け
後

は
職
員
の
意
識
改
革
が
主
た
る
目

的
で
あ
っ
た
と
の
見
解
を
示
し
、

さ
ら
に
「
改
善
」「
不
要
」
と
の
判

定
を
受
け
た
こ
と
に
対
し
て
も
、

「
職
員
が
事
業
の
必
要
性
を
説
明
し

き
れ
な
か
っ
た
結
果
と
し
か
受
け

止
め
て
い
な
い
」
発
言
は
、
仕
分

け
人
の
方
々
は
じ
め
職
員
の
労
力
・

苦
労
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
り
、

結
果
、
各
種
事
業
の
執
行
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
工
業
基
盤

基
本
計
画
策
定
事
業
で
は
、
昨
年

の
議
会
で
全
会
一
致
で
議
決
さ
れ
、

そ
の
調
査
業
務
が
終
了
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
が
、
市
長
判
断
に

よ
り
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
昨
年
の
投
資
額
３
千
200
万
円

は
無
駄
に
な
っ
た
。
大

産
業
廃

棄
物
処
分
場
問
題
で
は
「
信
託
法

11
条
違
反
」「
供
託
金
５
千
300
万
円

の
授
受
」
の
説
明
責
任
を
果
た
さ

ず
、
風
評
被
害
の
大
き
い
違
法
看

板
撤
去
に
も
消
極
的
な
姿
勢
だ
っ

た
。
市
長
給
与
の
差
し
押
さ
え
の

影
響
は
、
市
の
信
用
を
失
墜
さ
せ

て
い
る
。
自
己
の
裁
判
に
対
し
て

「
司
法
判
断
間
違
い
は
、ま
ま
あ
る
」

の
発
言
は
、
法
治
国
家
を
否
定
す

る
も
の
で
あ
り
、
市
長
と
し
て
の

資
質
に
欠
け
、
と
て
も
容
認
で
き
な

い
。
よ
っ
て
桜
井
市
長
の
独
断
専
行

か
ら
、
開
か
れ
た
政
治
へ
の
転
換
、

庁
内
・
議
会
と
の
融
和
を
求
め
、
問

責
を
決
議
す
る
も
の
で
あ
る
。

質
疑
の
内
容

質　

疑　

市
長
提
案
の
６
月
補
正

が
、
全
面
的
に
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
た
こ
と
と
の
整
合
性
に
つ
い

て
伺
う
。
ま
た
、
工
業
基
盤
策
定

事
業
に
つ
い
て
は
３
千
200
万
円
は

無
駄
に
な
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
品
を
生
か
し
な

が
ら
企
業
か
ら
オ
ー
ダ
ー
が
あ
っ

た
と
き
に
造
成
し
活
用
す
る
。
経

費
を
か
け
な
い
計
画
で
あ
る
。
こ

の
点
の
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

本
市
に
お
け
る
経
済
不

況
の
遅
れ
を
懸
念
し
、
や
む
な
く

賛
成
し
た
。
企
業
か
ら
オ
フ
ァ
ー

を
受
け
て
か
ら
だ
と
地
権
者
の
同

意
を
受
け
る
ま
で
２
年
、
造
成
工

事
に
２
年
、
大
規
模
開
発
や
環
境

影
響
調
査
と
併
せ
て
４
年
、
工
場

建
設
に
１
年
か
か
る
。
合
計
で
５

〜
６
年
か
か
る
。
そ
ん
な
に
待
っ

て
い
る
企
業
は
い
な
い
。

質　

疑　

大
甕
産
廃
の
問
題
の
信

託
法
や
看
板
撤
去
に
関
し
て
は
私

的
な
問
題
に
わ
た
っ
て
発
言
し
て

は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
住
民
運
動

の
問
題
点
を
議
会
の
場
で
取
り
上

げ
る
こ
と
は
、
自
治
法
の
規
定
違

反
で
は
な
い
か
。
司
法
の
判
断
に

つ
い
て
異
議
を
唱
え
る
こ
と
は
、

国
民
の
権
利
で
あ
る
と
思
う
が
、

問
題
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

市
長
は
個
人
で
あ
る
と

同
時
に
、
７
万
２
千
市
民
の
代
表

で
あ
る
。
市
長
の
立
場
で
司
法
判

断
に
対
し
て
「
ま
ま
あ
る
」
発
言

は
問
題
が
あ
る
。

質　

疑　

５
ヶ
月
が
過
ぎ
て
も
公

約
の
実
現
が
な
い
と
あ
る
が
、
４

年
の
任
期
の
中
で
ま
だ
５
ヶ
月
し

か
過
ぎ
て
い
な
い
。
仕
分
け
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
中
で
は
、
傍
聴
者
や

市
民
か
ら
87
％
の
方
か
ら
意
義
が

あ
る
と
の
評
価
を
受
け
て
い
る
が

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁　

市
長
は
熱
い
思
い
で
選

挙
戦
を
展
開
し
て
き
た
の
で
、
少

な
く
と
も
３
ヶ
月
で
実
現
さ
せ
る

ぐ
ら
い
の
意
欲
で
取
り
組
ん
で
欲

し
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
仕
分

け
で
は
、
職
員
が
仕
分
け
人
に
対

し
て
十
分
に
説
明
仕
切
れ
な
か
っ

た
と
新
聞
雑
誌
の
記
事
で
答
え
て

い
る
。議
場
で
も
発
言
し
て
い
る
。

質　

疑　

す
で
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
中
で
都
市
計
画
税
の
廃
止
、
中

学
生
医
療
の
制
度
化
、
市
長
報
酬

の
50
％
削
減
、
す
ぐ
に
や
り
ま
す

課
の
創
設
、
一
階
の
ガ
ラ
ス
張
り

の
市
長
室
等
実
現
さ
せ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
市
民
や
議
会
軽
視
と

は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

３
月
議
会
、
６
月
議
会

を
通
し
て
私
は
議
会
軽
視
で
あ
る

と
思
う
。工
業
基
盤
基
本
計
画
で
、

庁
内
で
は
予
算
を
半
分
に
し
て
も

実
行
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た

こ
と
や
、
最
終
的
に
市
長
の
判
断

で
廃
止
し
た
と
伺
っ
て
い
る
。

質　

疑　

３
月
、
６
月
の
議
会
の

予
算
の
中
で
前
市
長
と
ほ
と
ん
ど

事
業
に
関
し
て
は
変
わ
り
が
な
い

状
況
で
あ
る
が
、
こ
の
問
責
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
点
を
捉
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

答　

弁　

ほ
ぼ
前
市
長
と
変
わ
ら

な
い
と
受
け
止
め
て
い
る
。
方
向

性
は
、
６
月
に
示
す
と
言
う
わ
け

で
あ
っ
た
が
、示
さ
れ
な
か
っ
た
。

工
業
基
盤
基
本
計
画
策
定
事
業
の

廃
止
が
、
こ
れ
か
ら
の
南
相
馬
市

民
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で
あ
る

と
捉
え
て
い
る
。

反
対
討
論　

新
市
長
は
、
市
民
の

不
満
、
閉
塞
感
か
ら
の
脱
却
を
求

め
る
と
い
う
こ
と
で
選
ば
れ
た
。

５
ヶ
月
間
で
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
す

べ
て
ク
リ
ア
す
る
の
は
難
し
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
ク
リ
ア
し
て
い

る
部
分
が
あ
る
。
都
市
計
画
税
の

廃
止
、
中
学
生
医
療
制
度
、
市
長

の
報
酬
50
％
削
減
、
す
ぐ
に
や
り

ま
す
課
の
創
設
、
ガ
ラ
ス
張
り
の

市
長
室
等
、
問
責
の
説
明
の
中
で

は
憶
測
の
部
分
で
い
ろ
い
ろ
指
摘

を
し
て
い
る
。よ
っ
て
反
対
す
る
。

賛
成
討
論　

100
億
円
の
削
減
、
経

常
収
支
比
率
85
％
の
実
現
等
、
選

挙
戦
で
無
責
任
な
公
約
を
掲
げ
た

こ
と
。
工
業
基
盤
策
定
事
業
の
廃

止
で
は
、
昨
年
、
桜
井
市
長
が
議

員
の
時
に
は
賛
成
し
て
お
り
、
整

合
性
が
と
れ
な
い
。
議
会
答
弁
で

も
誠
意
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
大

産
廃
問
題
で
は
、判
決
に
対
し「
司

法
判
断
の
間
違
い
は
ま
ま
あ
る
」

発
言
は
、
市
の
信
頼
を
考
え
た
場

合
に
市
長
と
し
て
す
べ
き
で
な

い
。
よ
っ
て
、問
責
に
賛
成
す
る
。

採
決
の
結
果
、賛
成
多
数
で
可
決
。

問　

責　

決　

議

問　

責　

決　

議




